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本日の流れ

1 . 自己紹介

2 . 雨から 水循環を考える（ 東京都墨田区）

3 . 下水道から 水循環を考える（ 東京都武蔵野市）

4 . 水から つく る人のつながり ： 関係人口

5 . 市民から 始める、 こ れから の雨水活用普及



1 . 自己紹介

神奈川県横浜市出身、 小学校時代の半分を熊本市で過ごす。
大学で文化人類学を専攻し 、 大学院修士課程で開発学を専攻。
現在、 NPO法人雨水市民の会理事、 NPO法人雨水まちづく り サポート 理事、 日本建
築学会あまみず活用の評価を考える小委員会幹事と し て雨水活用・ 水循環・ グリ ーン
イ ンフ ラ をテーマと し た普及啓発活動に従事、 海外での雨水活用普及、 事例調査等に

も 参画し ている。

また、 内閣官房水循環政策本部事務局「 水循環施策に関する有識者会議」 委員
(201 8年9月～)、 国土交通省グリ ーンイ ンフ ラ 官民連携プラ ッ ト フ ォ ーム企画広報部
会幹事（ 20 2 0年3月～） を務める。

活動に際し ては、 主に普及啓発・ 環境教育事業を担当。 楽し みながら 水循環を知り 、
自然のし く みや制度と 自分のく ら し のつながり を考えるきっ かけづく り をめざし てい
る。



超党派水制度改革議員連盟
水循環基本法フォローアップ委員会 委員（2016.3-）

内閣官房水循環政策本部
水循環施策の推進に関する有識者会議 委員（2018.10-）

2020.7.29日本水道新聞／下水道新聞「水の日特集」より



2 . 雨から 水循環を考える
（ 東京都墨田区）



墨田区の概要

位置： 東京都東部、 江東デルタ 地帯
面積： 1 3 .7 7 ㎢（ 2 3 区中1 7 番目）
人口： 約2 7 万6 0 0 0 人（ 2 0 2 1 年9 月）
海抜： -1 .8 ～4 m
地質： 砂と 粘土混じ り の沖積層
特色： 8 つの川・ 水路に囲まれ、 ７ つの区に隣接

→（ 西） 隅田川、 （ 北～東） 旧綾瀬川・ 荒川・ 旧中川、
（ 東～南） 北十間川・ 横十間川・ 竪川、 （ 南北） 大横川

→中央区・ 台東区・ 荒川区・ 足立区・ 葛飾区・ 江戸川区・ 江東区



洪水になっ た錦糸町（ 1 9 8 1 年）

都会に降っ た雨はどこ へ？

「 雨のゆく え」 が身近な問題意識に
→雨水貯留による流出抑制

墨田区の街並み（ 2 0 1 2 年）



雨水活用と いう 対応策

都市の中で、 水をめぐ ら せる力をと り も どすために…

「 流す」 から 「 ためる 」 「 たく わえる 」 へ



両国国技館 = 1000トン
東京スカイツリー
・ソラマチ

=2635トン

墨田区役所＝1000トン

墨田区内の雨水利用施設： 大規模施設



天水尊（ てんすいそん）

＝雨水タ ンク
路地尊

（ ろ じ そん）

天から 降っ てく る水（ 雨） を
大切にし よう

路地（ があるまち） を
大切に守ろ う



7 3 1 箇所

総貯留量
Sto rag e  ca p ac ity

2 5 ,5 1 0 ㎥
(m o re  th an  5 0 ℓ p er  p e rso n )

雨水利用施設

＝

雨水利用の現況



雨と 水の環境学習プログラ ム



3 .下水道から 水循環を考える

（ 東京都武蔵野市）



21

武蔵野市の位置・概要

⼈⼝︓146790⼈
⾯積︓10.98㎢

●主な駅︓三鷹、吉祥寺、武蔵境
●⽔道︓地下⽔（80%)
●下⽔道︓85%が合流式、市外3カ所の⽔再⽣センターへ



2014年度事業スタート。5期開催

・対象：武蔵野市民（在住・在勤・在学）、15歳以上

・定員：30名→5期161名が修了。

・6期目は市主催講座と修了生によるサポーター活動の補助

・企画・運営協力：雨水市民の会

武蔵野市水環境啓発講座「 水の学校」
（ 2 0 1 4 ー2 0 1 9 ）





1.（計画）「環境部」下水道課としての市民へのアプローチ：
水循環という切り口から幅広く水に関心を持ってもらう

2.（広報）「いつもの顔ぶれ」以外をターゲットにした広報：
意識していない人への届け方

3.（実施）体験・発信・共有をセットにした講座の構成：
「見る・知る」だけでなく、「やる・考える」「書く・話す」時間を
設ける

4.（発展）日常との橋渡し：普段できない体験で終わらせず、
行動の変化につながる気づきを促す

5.（継続）作り手を作る：職員研修と修了生によるサポーター
制度

「 水の学校」 の５ つのコ ンセプト



①導入： く ら し と の接点を示
す。 経験から の語り を促す

②知る・ 発見する： 講義&見学。
新し い知識、 知っ ているよう
で知ら なかっ たこ と の発見

③ グループワーク ： 知識・ 体
験の共有

④一言感想： 個々に感じ たこ
と を言葉にする

⑤まと め： 日常に持ち帰るこ
と ができ る（ 行動の変化につ
ながる） 働き かけ

「 水の学校」 連続講座の構成





4 .水から つく る人のつながり ：

関係人口



出典：総務省「関係人口ポータルサイト」https:/ / www.soumu.go.jp/ kankeijinkou/ about/ index.html

関係人口と は？

「 関係人口」 と は、 移住し た「 定住人口」 でも なく 、 観光に来た「 交流人口」 でも ない、
地域と 多様に関わる人々を指す言葉。

地方圏は、 人口減少・ 高齢化により 、 地域づく り の担い手不足と いう 課題に直面し ていますが、 地域
によっ ては若者を 中心に、 変化を生み出す人材が地域に入り 始めており 、 「 関係人口」 と 呼ばれる地
域外の人材が地域づく り の担い手と なるこ と が期待さ れています。

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html


「 関係人口」 と は？

雑誌「 ソ ト コ ト 」 での発信： 2 0 1 6 年頃から 、 編集長の指出一正氏を中心に書籍・ 誌面で
発信さ れている

「 関係人口」 ＝観光以上、 移住未満。 “第三の人口”

出典：ソトコトオンラインhttps:/ / sotokoto-online.jp/

地域を好き になる人が増える

地域に関わる人が増える

地域・ まちがおも し ろ く なる

https://sotokoto-online.jp/


水循環に関わる多様な切り 口

地形×まちあるき

・ 趣味のまちあるき から スタ ート
・ 身近なまちへの新し い視点
・ メ ディ アでの発信
・ さ まざまな地域で実践
・ 担い手の広がり



水循環に関わる多様な切り 口

イ ンフ ラ ×コ レク ショ ン

ダムカ ード
ダムカ レー

マンホールカ ード ： 8 3 7 種類
マンホールサミ ッ ト

出典：下水道広報プラットフォーム マンホールカード第１６弾http:/ / www.gk-p.jp/

出典：日本ダムカレー協会ウェブサイト https:/ / damcurry.pw/

http://www.gk-p.jp/
https://damcurry.pw/


5 .市民から 始める、

こ れから の雨水活用普及



・ 直接伝えるだけではない、 ツールの開発
・ 施設から まちへ、 すみだから 他の地域へ

→「 流域治水」 「 グリ ーンイ ンフ ラ 」 の視点を加え、
水のめぐ り を考えるプログラ ム

・ 既存の雨水タ ンク のモニタ リ ング、 評価
・ 手づく り タ ンク の普及
・ 水と 緑を組み合わせた小規模グリ ーンイ ンフ ラ の普及

雨のめぐ り をデザイ ンする： 課題→楽し さ ・ 新し さ へ



7 3 1 箇所

総貯留量
Sto rag e  ca p ac ity

2 5 ,5 1 0 ㎥
(m o re  th an  5 0 ℓ p er  p e rso n )

雨水利用施設

＝

雨水利用の現況



「 自然が持つ多様な機能を賢く 利用するこ と で持続可能な
社会と 経済の発展に寄与するイ ンフ ラ や土地利用計画」

（ グリ ーンイ ンフ ラ 研究会）

2015年 国の国土形成計画に盛り込まれる
2021年7月 国土交通グリーンチャレンジの重点プロジェクトの1つに

「 グリ ーンイ ンフ ラ （ GI） 」 と いう 考え方



▶ 397 施設
▶ 313 小規模貯留槽

総貯留量

25 ,510㎥
流域対策 約3m m

1人あたり 50ℓ 以上

路地尊
▶ 21箇所

＝

2021年7月1日現在

雨水利用施設
731箇所

すみだの雨水活用実績

すみだの雨水への取り 組みのき っ かけは、
都市化により 頻発し ていた洪水被害への対策であり 、
コ ミ ュ ニティ でのグリ ーンイ ンフ ラ （ GI） の先進地
域と 言える

こ こ 数年の雨の降り 方の変化、 気候危機宣言、
SDGsの取り 組み推進を踏まえ、
GI先進地と し ての資産を活かし た新展開へ



「 見える」 「 楽し む」 と り く み

「Downspout disconnection（竪樋の非接続）」→雨のゆくえが見えるミニガーデン

雨水管理
×

アート
×

まちあるき





雨のつぼ庭「 富士」 「 水の音（ みずのね） 」

デザイ ン・ 施工： 麓 雄二
工房 陶水 http ://tou-sui.com /

協力： 三栄水栓株式会社、 東邦レ オ株式会社

雨のつぼ庭「 さ く ら 」

デザイ ン： 田邊寛子（ まちひと こ と 総合計画室）
施工： 御庭番 田口
協力： 東邦レ オ株式会社

雨どいと 下水道の間で雨を受け止める「 つぼ庭」

http://tou-sui.com/


25年前のアイ デアスケッ チ「 雨水小路」



小規模GIの普及： 見せる ＋洪水防止

雨水活用ガイドツアー

手作りタンクワークショップ
雨水プランター（「雨のつぼ庭」） 敷地の一角、路地脇などでの雨水浸透・雨庭

雨庭

竪樋の非接続



〒131-0033 東京都墨田区向島5 -4 9 -3
（ 鳩の街通り 商店街なかほど）

www.skywater.jp
office@skywater.jp

ぜひ遊びに来てく ださ い！

mailto:office@skywater.jp

